
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.51ヵ月分を12月10日以降支払い 
 

現
在
、
国
土
交
通
省
は
「
鉄

道
用
地
外
か
ら
の
災
害
対
応

検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
、
こ

れ
ま
で
に
３
回
の
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。
検
討
会
で
は

用
地
外
か
ら
の
災
害
に
対
す

る
事
前
防
災
や
早
期
復
旧
の

た
め
の
対
応
策
等
に
つ
い
て

の
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
近
年
の
激
甚
化
す
る
豪
雨

等
で
用
地
外
の
隣
接
す
る
斜

面
か
ら
の
土
砂
流
入
な
ど
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
用
地
に
有
効
な
防
災
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
な

い
等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

 

熊
本
地
本
の
エ
リ
ア
で
は

２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本
地 

震
及
び
同
年
６
月
の
大
雨
で

豊
肥
本
線
を
中
心
に
大
規
模

な
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、
肥
薩
線
で
も
土

砂
崩
れ
や
倒
木
等
が
頻
発

し
、
異
常
時
対
応
や
安
全
確

保
の
面
か
ら
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
対
策
に
む
け
て
検

討
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
こ

と
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
が
関
係
省
庁
や
各
級

議
員
に
要
請
し
て
き
た
成
果

と
言
え
ま
す
。
年
内
に
も
検

討
会
の
議
論
を
踏
ま
え
た
と

り
ま
と
め
が
予
定
さ
れ
、
熊

本
地
本
も
課
題
解
決
に
む
け

て
期
待
し
て
い
ま
す
。 

分
会
新
役
員
（
三
役
）
紹
介 

 

熊

本

駅

連

合

分

会 

委 

員 

長 

吉
田
淳
一 

再 

副
委
員
長 

竹
下 

徹 

再 

副
委
員
長 

山
下
ひ
か
り 

再 

書 

記 

長 

増
元
享
裕 

再 
 

熊
本
乗
務
セ
ン
タ
ー
分
会 

委 

員 

長 

原 

孝
祐 

再 

副
委
員
長 

石
田
龍
夫 

再 

副
委
員
長 

荒
木
裕
輝 

再 

副
委
員
長 

畠
山
和
輝 

新 

副
委
員
長 

阿
南
誠
一 

新 

書 

記 

長 

新
屋
敷
元
気 

再 
 

熊

本

工

務

連

合

分

会 

委 

員 

長 

宮
島
佳
男 

再 

副
委
員
長 

岡
村
雅
夫 

再 

書 

記 

長 

内
村
和
平 

新 
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

 

11
月
22
日
、
２
０
１
９
年

度
年
末
手
当
交
渉
が
「
２
・
51

ヵ
月
分
を
12
月
10
日
以
降

支
払
う
」
と
の
会
社
回
答
を

受
け
て
妥
結
し
ま
し
た
。 

 

本
部
は
相
次
ぐ
自
然
災
害

に
も
関
わ
ら
ず
、
中
間
決
算

で
過
去
最
高
の
営
業
収
益
を

計
上
し
た
こ
と
を
強
く
主
張

し
、
組
合
員
の
懸
命
な
努
力

に
報
い
る
回
答
を
求
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

し
か
し
、
会
社
は
税
制
特

例
の
廃
止
や
減
価
償
却
費
の

増
を
理
由
に
厳
し
い
考
え
に

終
始
し
、
交
渉
は
難
航
し
ま

し
た
が
、
会
社
か
ら
「
２
・
51 
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ＪＲ九州労組くまもと 

ヵ
月
、
12
月
10
日
以
降
支
払

い
」
の
回
答
を
引
き
出
し
ま

し
た
。
本
部
は
、
年
間
支
給

月
数
で
前
年
を
上
回
っ
た
こ

と
、
組
合
員
の
生
活
設
計
等

を
考
慮
し
て
、
妥
結
の
判
断

を
下
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
熊
本
地
本
は
今
回

の
交
渉
に
際
し
て
、
各
分
会

で
檄
布
を
作
成
し
、
ヤ
マ
場

で
の
本
部
激
励
行
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝
致
し
ま
す
。 

檄
布
・
激
励
行
動
で
交
渉
後
押
し 

国交省 

鉄鉄鉄
道道道
用用用
地地地
外外外
かかか
ららら
ののの
災災災
害害害
対対対
応応応
ををを
議議議
論論論   

2019 年度年末手当交渉が妥結 

 

平和・自由・民主主義の実現を 

第 56 回護憲大会に地本からも参加 
 

 
 

 11月９～11日に第56回護憲大会が北海道函

館市であり、熊本地本から桃北勝美副委員長と吉

田祥司書記長の２人が参加しました。安倍政権に

よる改憲への危機が高まる中、日本国憲法の理念

である平和・自由・民主主義の実現と併せて、改

憲阻止の取り組みを粘り強く継続していくことを

全体で確認しました。 

 

 

中
原
中
央
執
行
委
員
長
【
中
央
】
に

檄
布
を
手
渡
し
、
激
励
す
る
一
行 


